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三
〇
年
ご
ろ
ま
で
の
商
業
化
を
目
指
し
て

お
り
、
日
本
で
も
導
入
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
洋
上
風
力
発
電
と
と
も
に
、
日
本
の
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
国
内
に
導
入
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
洋
上
で
の
設
置
に
つ
い
て
審
査
や

規
制
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
、
法
整
備
、

設
備
基
準
の
側
面
な
ど
で
課
題
が
残
っ
て

い
ま
す
。

な
ぜ
浮
体
式
原
子
力
発
電
所
な
の
か
？

浮
体
式
原
子
力
発
電
所
の
実
用
化
に
向

け
た
動
き
は
、
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
へ
の

甚
大
な
被
害
の
影
響
に
端
を
発
し
ま
す
。
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
で
は
、
津
波
に

よ
る
全
交
流
電
源
喪
失
の
た
め
、
原
子
炉
に

水
を
送
れ
ず
原
子
炉
停
止
後
の
崩
壊
熱
を

除
去
し
き
れ
ず
に
炉
心
溶
融
に
至
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
状
況
に
陥
る
こ
と
を
避
け
る

べ
く
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
原
子

力
理
工
学
部
のM

ichael G
olay

教
授
ら

は
、
沖
合
五
～
七
マ
イ
ル
（
約
八
～
一
一
キ

注
目
さ
れ
る
海
に
浮
か
べ
た
原
子
力
発
電

政
府
は
二
〇
五
〇
年
の
温
暖
化
ガ
ス
排

出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）
実
現

に
向
け
た
基
本
方
針
を
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会（
※
１
）

の
実
現
に
あ
た
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
九
割

を
占
め
る
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
排
出
の

中
で
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
四
割
を
占
め
る
発
電

部
門
を
太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
原
子
力
発
電

な
ど
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２
を
発
生
さ
せ
な
い
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
電
源
に
変
え
る
こ
と
で
、

大
き
な
排
出
削
減
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
国
内
の
発
電
は
主
に
化
石
燃
料

に
頼
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
電
源
に
転
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
新
た
な
大
規
模
電
源
施
設
の
建

設
が
必
要
で
す
。
そ
の
中
で
、
原
子
力
発
電

所
に
よ
る
電
源
確
保
は
不
可
欠
で
あ
り
、
同

時
に
そ
の
安
全
性
の
向
上
は
急
務
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

昨
今
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
向
上
の

一
つ
と
し
て
、
浮
体
式
原
子
力
発
電
所
、
つ

ま
り
海
に
浮
か
べ
た
原
子
力
発
電
所
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
電
所
自
体
を
海
上
に

浮
か
せ
る
こ
と
で
、
津
波
へ
の
対
策
や
安
定

し
た
冷
却
が
可
能
と
な
り
、
電
源
喪
失
時
の

安
全
性
が
向
上
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
既
存
の
技
術
を
活
用
し
や
す

く
、
長
期
間
の
冷
却
が
実
現
で
き
る
な
ど
多

く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
ロ
シ
ア
の

チ
ュ
ク
チ
自
治
管
区
ペ
ヴ
ェ
ク
に
お
い
て
、

世
界
初
と
な
る
洋
上
浮
体
式
原
子
力
発
電

所
で
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ロ
モ
ノ
ソ
フ
が

商
業
運
転
を
、
二
〇
二
〇
年
五
月
二
二
日
に

開
始
し
て
お
り
、
さ
ら
に
四
基
を
建
設
し
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
二
〇
二
三
年
五
月
二
三
日
、
尾

道
造
船（
兵
庫
県
神
戸
市
）や
今
治
造
船（
愛

媛
県
今
治
市
）
な
ど
日
本
企
業
一
三
社
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
浮
体
式
原
子
力
発
電
所
の
新

興
企
業
で
あ
る
、
コ
ア
パ
ワ
ー
に
対
し
、
約

八
〇
〇
〇
万
ド
ル
（
約
一
〇
〇
億
円
）
の
出

資
を
行
な
い
ま
し
た
。
コ
ア
パ
ワ
ー
は
二
〇

原
子
力
発
電
所
を
海
に
浮
か
べ
る

追跡

原子力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
契
機
に
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
向
上
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

論
議
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
、
原
子
力
発
電
所
を
海
の
上
に
浮
か
べ
る
こ
と
で
、
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
、

「
浮
体
式
原
子
力
発
電
所
」に
大
き
な
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
そ
も
そ
も
浮
体
式
原
子
力
発
電
所
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
利
点
や
課
題
が

あ
る
の
か
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
編
集
部
）

※ 1/ CO 2などの温室効果ガスの排出削減と森林等による吸収や除去
によって合計値をゼロにする社会。
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に
な
り
ま
す
。
原
子
炉
設
備
で
は
、
そ
う
し

た
海
水
に
よ
る
除
熱
が
自
然
循
環
力
を
用
い

て
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
海
面
の
高
さ
よ
り

下
方
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
遠
の
沖
合

に
設
置
す
る
こ
と
で
、「
緊
急
防
護
措
置
を

準
備
す
る
区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）」
内
に
居
住
者

ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
海
上
に
浮
か

ぶ
浮
体
式
原
子
力
発
電
所
の
構

想
を
提
唱
し
ま
し
た
。

浮
体
式
原
子
力
発
電
の
仕
組

み
は
、
円
筒
型
の
浮
体
構
造
物

に
原
子
力
発
電
設
備
を
載
せ

て
、
こ
れ
を
沖
合
三
〇
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
遠
の
洋
上
に
浮
か

せ
、
海
底
ケ
ー
ブ
ル
で
既
存
の

送
電
網
に
接
続
し
電
力
を
需
要

地
に
送
る
、と
い
う
も
の
で
す
。

原
子
力
発
電
設
備
、
円
筒
型
の

浮
体
構
造
物
、
海
底
ケ
ー
ブ
ル

の
技
術
は
す
で
に
確
立
さ
れ
て

お
り
、
既
存
の
技
術
を
活
用
で

き
る
た
め
、
今
後
の
開
発
・
設

計
に
長
期
間
を
要
し
ま
せ
ん
。

円
筒
型
の
浮
体
構
造
物
は
、

タ
ン
カ
ー
の
船
底
や
側
壁
な
ど

で
使
用
さ
れ
て
い
る
二
重
船
殻

構
造
に
よ
り
、
外
部
か
ら
の
衝

撃
で
損
傷
が
生
じ
た
場
合
で

も
、
容
易
に
浸
水
し
な
い
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

型
の
浮
体
構
造
物
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
重
心
が
下
方
に
あ
る
た
め
、
波

浪
に
よ
る
揺
れ
が
大
き
く
抑
え
ら
れ
ま
す
。

沖
合
の
海
上
に
設
置
す
る
利
点
と
し
て

は
、
津
波
の
影
響
を
大
幅
に
緩
和
で
き
ま

す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
周
囲
の
海
水

と
自
然
対
流
で
熱
交
換
す
る
こ
と
で
動
力

を
要
せ
ず
、
長
期
間
の
冷
却
継
続
が
可
能

（出典：2023/2/9「産業競争力懇談会 2022年度 プロジェクト 最終報告」）

（出典：2023/2/9「産業競争力懇談会 2022年度 プロジェクト 最終報告　付録」）

※ 2/国の持続的発展をねらい、産業競争力の強化、科学技術の推進、イノベーション  の創出に関わる政策提言の取りまとめと実現を図ることを目的とした組織。
　   東京電力ホールディングス株式会社をはじめとする多くの企業、学校法人、研究  機関が会員として参画。

■ 浮体式原子力発電の設置イメージ図

■ 浮体構造物の構造図
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き
る
よ
う
に
す
る
法
律
が
可
決
・
成
立
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
電
力
会
社
・
メ
ー
カ
ー

と
も
に
既
存
原
子
炉
の
再
稼
働
、
運
転
期
間

延
長
に
時
間
や
人
員
を
集
中
さ
せ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
す
ぐ
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
、
時
間
や
人
員
を
大
き
く
割
く
こ
と
が
難

し
い
こ
と
が
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
原
子
力
発
電
の
設
計
、
建

設
の
経
験
を
有
す
る
人
材
の
減
少
も
大
き

な
課
題
で
す
。
す
べ
て
の
原
子
力
発
電
所
の

再
稼
働
完
了
ま
で
取
り
組
み
が
進
ま
な
い

場
合
、
さ
ら
に
人
材
の
減
少
に
拍
車
が
か
か

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
浮
体
式
原
子
力
発
電
所
が
実
際

に
建
造
さ
れ
る
ま
で
に
、
既
存
の
技
術
を
活

用
で
き
た
と
し
て
も
、
許
認
可
の
策
定
な
ど

の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
リ
ソ

ー
ス
や
人
材
の
問
題
が
解
決
し
た
と
し
て

も
、
実
現
に
至
る
ま
で
、
一
〇
年
前
後
の
期

間
を
要
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
浮
体
式
原
子
力
発
電
が
既
存
の

軽
水
炉
を
搭
載
す
る
場
合
、
原
子
炉
系
の
大

規
模
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
基
本
設
計
の
段
階
に

限
っ
て
は
、
二
〇
～
三
〇
人
程
度
で
進
め
る

こ
と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

前
述
し
た
内
容
を
踏
ま
え
、
産
業
競
争
力

懇
談
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｎ
）
で
は
、
開
発
・
技
術

面
に
関
し
て
は
、
浮
体
式
原
子
力
発
電
の
基

本
設
計
を
推
進
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
組

織
の
構
築
を
行
な
う
、
浮
体
構
造
設
計
は
造

船
設
計
会
社
に
委
託
し
検
討
を
進
め
る
、
基

本
設
計
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
は
詳
細
設
計

を
担
う
組
織
に
引
き
継
ぐ
、
な
ど
の
提
言
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
迅
速
な
実
用
化
に
向
け
、
大
き

な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
運
用
面
に
関
し
て

は
、
国
土
交
通
省
や
原
子
力
規
制
庁
に
対

し
、
浮
体
式
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
原
子

力
規
制
基
準
や
海
上
利
用
の
法
令
整
備
の

必
要
性
に
つ
い
て
も
提
言
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
後
の
必
須
事
項
と
し
て
、
海

外
と
の
連
携
強
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

前
述
し
ま
し
た
英
コ
ア
パ
ワ
ー
の
事
例
に

よ
る
、
商
用
化
実
現
事
例
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

活
用
の
み
な
ら
ず
、将
来
的
に
想
定
さ
れ
る
、

排
他
的
経
済
水
域
の
海
洋
利
用
に
つ
い
て

も
、
国
際
海
事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
な
ど
と
の

国
際
協
力
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

が
い
な
い
状
態
が
作
り
出
せ

ま
す
。
万
が
一
事
故
が
発
生
し

た
場
合
で
も
、
周
辺
住
民
の
方

達
へ
の
影
響
や
避
難
の
負
担

を
軽
減
で
き
る
よ
う
に
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

上
記
を
含
め
、
浮
体
式
原
子

力
発
電
に
は
非
常
に
多
く
の

利
点
が
あ
り
ま
す
。
産
業
競
争

力
懇
談
会（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｎ
）（
※
２
）

で
は
、
導
入
の
検
討
に
あ
た

り
、
表
の
よ
う
な
八
つ
の
利
点

を
示
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
浮
体
式

原
子
力
発
電
所
の
導
入
が
提

言
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

実
現
に
至
る
道
の
り

二
〇
二
三
年
五
月
三
一
日

に
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
な
ど

に
向
け
て
、
原
子
力
発
電
を
最

大
限
活
用
す
る
た
め
実
質
的

に
運
転
期
間
の
上
限
を
超
え

て
、
原
子
力
発
電
所
を
運
転
で

追 跡 原 子 力
（出典：2023年2月9日「産業競争力懇談会 ２０２２年度 プロジェクト 最終報告」）

※ 2/国の持続的発展をねらい、産業競争力の強化、科学技術の推進、イノベーション  の創出に関わる政策提言の取りまとめと実現を図ることを目的とした組織。
　   東京電力ホールディングス株式会社をはじめとする多くの企業、学校法人、研究  機関が会員として参画。

■ 産業競争力懇談会の整理内容表


